
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◇教室での座学により、生産・栽培の理論、及び、農業経営の基礎を学習します。 

◇農場での実習を通して野菜・果樹・キノコ・花卉・盆栽の栽培技術を習得します。 

◇日本農業技術検定３級を取得を目指します。また、２級相当の技術を習得します。 

※農業技術検定・検定料１，５００円（自己負担） 

訓 練 目 標 
栽培知識・栽培技術の習得、および、実際の農家での農作業実習を通して実務を知ることで、農業分野

での自立を含め就業する能力を身につけます。 

訓練実施期間 平成２４年 ３月１日（木） ～ 平成２４年 ８月３１日（金） 

訓 練 時 間 ９時 ～ １６時００分 （昼休憩含む） 

訓練実施場所 
座学：長野県須坂市大字仁礼 64-1「信濃農業塾」※裏面の地図をご覧ください。 

実習：須坂市「永田バイオ研究所」、「後藤農園」、「山岸農園」、「ｹｲｱｲﾅｰｾﾘｰ」、「松山園」、 

「小林農園」、「小林農園」、上田市「村本農場」、長野市「柄澤産業」予定 

定 員 １８名 

受 講 料 
無料 

※テキスト代：１２，３２０円、職場見学交通費２，０００円、合計１４，３２０円は自己負担です。

その他、作業用具：７，９００円（希望者のみ）、検定料：１，５００円（希望者のみ） 

募 集 期 間 平成２４年 １月１０日（火） ～ 平成２４年 ２月６日（月） 

選 考 方 法 
以下の場所と日程で面接を行います。筆記用具をご持参ください。 

場所： 長野県須坂市大字仁礼 64-1「信濃農業塾」※裏面地図参照。無料駐車場が１８台あります 

日程： 平成２４年 ２月１４日（火） 

選考結果通知 平成２４年 ２月１６日（木） 

受 講 対 象 者  

公共職業安定所に求職申込みを行っている方で公共職業安定所長の支援指示を受けた方 

（雇用保険を受給できない方等） 

区  分 連続受講が可能なコース 

求職者支援訓練（基礎コース） 公共職業訓練 

基金訓練（基礎演習コース、職業横断的ス

キル習得訓練コース）（特例） 

求職者支援訓練（実践コース）又は公共職

業訓練 

基金訓練（実践演習コース） 公共職業訓練 
 

 

受 講 相 談 

受 講 申 込 

住居又は居所を管轄する公共職業安定所で受付・相談を行った上、下記の問い合わせ先へ受講申込書を

ご郵送頂き、併せて、電話にてご連絡ください。 

併 願 併願は不可です。 

お問い合わせ先 

（担当 永田） 

信濃農業塾「訓練実施機関 有限会社 永田バイオ研究所 代表 永田栄一」 

申込郵送先：〒３８２－００３４ 長野県須坂市仁礼６４－１ 

TEL：050-8600-2200（不在時 090-3403-5170）FAX：050-8600-2200 

就職支援の内容 
職業相談の実施、求人情報の提供、履歴書の作成に係る指導、公共職業安定所が行う就職説明会の周知、

面接に係る指導、ジョブ・カードの作成支援・交付、職場見学、農家とのマッチング面接、等 

過去に実施した基金訓

練・求職者支援訓練の実績 
基金訓練・農業実践科：平成２３年５月９日から平成２３年１１月８日まで受講者９名にて開催中 

主な講師のプロフィール 

・農業高校の教諭として２３年間指導を行ってきた。高等学校教諭免許（農業）、社会教育主事。 

・元須坂園芸高校校長。３７年間、千葉県、長野県の農業高校で生徒を指導してきた。高等学校教諭免許（農業）。 

・元長野県果樹試験場病害虫部長。４６年間病害虫（環境科学基礎）の研究を行ってきた。農業専門技術員。 

・元長野県果樹試験場長 核果類の栽培研究を試験場で３８年、長野県経済連技術審議役を８年務める。農業専門技術員。 

・元信州大学繊維学部教授。３５年間京都大学、大阪大学、信州大学において研究を行ってきた。農学博士。 

就職支援担当者のﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ ・農業高校の教諭として２３年間指導を行い生徒の就職を支援してきた。高等学校教諭免許（農業）、社会教育主事。 

 

求職者支援制度による職業訓練（求職者支援訓練） 

実践訓練（実践コース） 

 

全国どこからでも応募できます 

信州で農業をしてみませんか。 

農業関係の仕事に従事したい方、独立して新規就農したい方、農家として田舎ぐら

しをしたい方などに向けた理論・実践両面の技術を学ぶ講座です。 

農業をあなたの職業に選択可能であるか、訓練を通じて見極めてみませんか。 

訓練番号：4-23-20-02-06-0111 訓練生募集 

訓練内容 



信濃農業塾地図（詳細） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科目 科目の内容 訓練時間 

学 
 

 

科 

入校式・修了式、安全衛生 入校式、修了式、事故防止のため農業機械の点検、作業手順・方法等について学ぶ 12 

農業科学基礎 野菜のプロジェクト学習を中心にして、人間と動植物との関わりと農業の多面的な機能について学ぶ。農業技術検定

の受験対策も行う。 

18 

環境科学基礎 国土、環境保全、土壌の成り立ちと作物、病害虫の生理生態と防除、エコシステム全体について学ぶ。 30 

草花 いろいろな草花について、鉢花を中心に播種から栽培管理、利用方法について学習する。フラワーアレンジメントなど

の装飾の基本も学習する。 

12 

植物バイオテクノロジー 培地作成、無菌操作などの基本的な技術を学習し、特に優良個体の大量増殖（メリクローン）と無菌苗の作出（ウィル

スフリー苗）を重点的に学習する。 

12 

作物 水稲、麦、ソバを中心にして、生理生態を学習する。本実践コースでは、機械化におけるトラクターとコンバイン利用に

ついて学習する。 

  9 

野菜 いろいろな野菜の分類と特性、特に発芽生理や育苗などの基礎的な事項について学ぶ。葉菜類ではアブラナ科を中

心に、果菜類はトマト、胡瓜を中心に学ぶ。 

12 

生物活用 植物と人間の関係について、園芸療法などの面から学ぶ。香りや味などの五感と人間の生活について重点的に学習

する。 

9 

果樹 本実践コースでは、りんごとぶどうを重点的に学ぶ。特にホルモン処理による樹体の生理生態上の影響と栽培管理に

ついて学習する。 

45 

グリーンライフ グリーンツーリズムなどの農業体験や観光農業へのアプローチ、農業の魅力の発信、農産物加工と地域資源、直売

所などの活用について学習する。 

9 

動物・微生物バイオテクノロジー イーストを中心にした微生物の培養と生理について学ぶ。特にキノコを無菌的に培養して種菌を作ること、また、キノコ

を食べて育つラン科植物との関係について学習する。 

12 

職業能力基礎 生命体としての農作物との関係、及び学友との協同作業と対話を通じて、自己対話と自己実現能力を身につける 30 

実 

技 

花卉栽培演習（企業実習） 切り花・鉢物花卉の栽培管理の基礎的技術を習得する 48 

果樹栽培演習（企業実習） りんご、ぶどうを中心として果樹の栽培管理の基礎的技術を習得する 276 

野菜栽培演習（企業実習） 各種野菜の栽培管理の基礎的技術を習得する 48 

キノコ栽培演習（企業実習） 工場栽培を中心にして、自然発生キノコを含めた栽培管理の基礎的技術を習得する 48 

盆栽栽培演習（企業実習） 播種苗を自然に使用する「自然風」の盆栽の基礎的技術を習得する 48 

職場見学、その他 職場見学、就職支援（個人面談、履歴書作成・面接指導） 24 

座学教室 りんご実習ほ場 ぶどう実習ほ場 きのこ実習施設 

信濃農業塾（面接会場・座学教室）へのアクセス 

公共交通機関：ＪＲ「長野駅」から長野電鉄長野線「長野駅」へ乗り換えて「須坂駅」で下車、「須坂駅」から長野電鉄路

線バス仙仁線にて「湯っ蔵んど」で下車して徒歩 5分、或いは「須坂駅」からタクシーで約 15 分です。 

マイカー ：「須坂長野東 IC」から車で約 15 分です。無料駐車場が１８台あります。 

信濃農業塾地図（概要） 
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